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スポット展示「疫病平癒の霊験仏」開催のお知らせ
え き びょう へ い ゆ れ い げ ん ぶ つ

県立博物館では現在、２階スポット展示コーナにて「疫病平癒の霊験仏―杉原薬師寺の薬師
えきびょうへい ゆ れいげんぶつ すいばらやく し じ やく し

如来坐像と弘法大師伝承―」を開催しています。
にょらい ざ ぞう こ うぼうたい し でんしょう

今般の新型コロナウイルス感染症の流行は、市民生活に

大きく影響を及ぼす未曾有の事態となっています。歴史的

に人間社会は常に疫病の脅威にさらされ続けてきました

が、前近代の日本では流行病は疫神（疫病神）や悪鬼のし
えきじん あっ き

わざと考え、それらを祓い清めたり、祠に祀って鎮めたほか、

神仏にすがって悪疫退散を祈願しました。

今回のスポット展示では、寺伝において弘法大師が作っ

て疫病を鎮めたと伝承される、紀の川市杉原の薬師寺に伝

わる薬師如来坐像（平安時代後期）を紹介しています。繰

り返し流行する疫病による病や死への恐怖から人々を救う

ため、高僧の名を借りて本尊の霊験を語るこの縁起が形成

されたとみられます。

疫病平癒の霊験仏の紹介を通じて、疫病と向き合い続けてきた私たちの苦難と克服の歴史に

思いを馳せる機会といたします。

スポット展示 疫病平癒の霊験仏―杉原薬師寺の薬師如来坐像と弘法大師伝承―
え き びょう へ い ゆ れ い げ ん ぶ つ

すいばらやく し じ やく し にょらい ざ ぞう こ うぼうたい し でんしょう

会 期 令和2年（２０２０） 5月16日（土）～6月21日（日）

会 場 和歌山県立博物館 （和歌山市吹上1-4-14） 2階スポット展示コーナー

開館時間 午前９時30分～午後５時 （入館は午後４時30分まで)

休 館 日 毎週月曜日

入 館 料 スポット展示は無料 （開催中の特別展は別途入館の手続きが必要です）

広報用画像をデジタルデータでご提供します（添付資料の掲載画像も含みます）。

次のメールアドレスに必要な画像をお知らせ下さい。〔admin@hakubutu.wakayama-c.ed.jp〕

薬師如来坐像 薬師寺蔵


